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イ
．
二

千

利
　
休
　
の

修
行
論

笠
　
升
　
　
　
哲

序

　
村
田
珠
光
一
一
四
二
三
－
一
五
〇
二
）
が
創
始
し
た
「
わ
び
茶
」
は
、

武
野
紹
鴎
二
五
〇
二
－
五
五
一
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
、
千
利
休
一
一
五

二
二
－
九
一
）
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
、
千
利

休
に
お
け
る
わ
び
茶
の
「
修
行
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
第
一
に
「
守
破
離
」
、
第
二
に
「
年
来
稽
古
」

す
な
わ
ち
年
齢
に
応
じ
た
修
行
、
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
行

く
こ
と
に
す
る
。守

破
離

守
破
離
と
は
、
茶
湯
の
修
行
段
階
を
表
現
し
た
一
言
葉
で
あ
る
が
、

本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
一

は
兵
法
・
武
芸
の
用
語
で
あ
っ
た
。
横
井
淡
所
の
『
茶
話
抄
』
に
、
川

　
　
一
2
一

上
不
白
　
二
七
一
六
－
一
八
〇
七
）
が
次
の
よ
う
に
添
え
書
き
し
て
い

る
。　

　
一
、
或
時
、
武
家
万
上
手
下
手
を
問
ふ
、
予
答
テ
い
ふ
、
守
破
離
と

　
　
云
事
軍
法
用
、
尤
用
方
違
ひ
候
へ
共
、
茶
道
二
取
て
申
候
ハ
・
、

　
　
　
守
ハ
下
手
　
〈
尤
常
躰
ノ
下
手
ト
ハ
違
ひ
候
、
事
サ
ヲ
シ
テ
夫
ニ

　
　
　
ツ
ナ
カ
レ
タ
ル
物
也
、
守
株
待
兎
、
〉

　
　
　
破
ハ
上
手
　
　
〈
尤
常
ノ
破
ト
ハ
違
候
申
候
、
守
テ
破
ル
也
、
時
二

　
　
　
寄
テ
守
ル
モ
法
、
破
ル
モ
法
也
、
見
風
遣
帆
、
〉

　
　
　
離
ハ
名
人
　
〈
常
ノ
離
タ
ル
ト
ハ
違
候
、
事
サ
ヲ
壷
シ
、
離
レ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

　
　
　
守
ル
、
応
無
所
住
而
生
其
心
、
〉

　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
白
は
「
守
ハ
下
手
」
と
い
い
、
株
を
守
っ

て
ウ
サ
ギ
を
待
つ
こ
と
に
瞼
え
て
い
る
。
次
に
「
破
ハ
上
手
」
と
し
て
、

風
を
見
て
帆
を
上
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
最
後
に
到
達

す
る
の
は
、
「
離
ハ
名
人
」
と
い
う
境
地
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
応
無
所
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住
而
生
其
心
L
の
状
態
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
金
剛
般
若
経
』
の
こ
の

有
名
を
言
葉
は
、
沢
庵
一
一
五
七
三
－
ニ
ハ
四
五
）
の
『
不
動
智
神
妙
録
』

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
対
象
物
に
心
を
向
け
て
も
、
そ
れ

に
心
が
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
自
由
自
在
に
駆
使

す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
以
外
に
も
不
白
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
書
き
残
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
『
川
上
不
白
筆
記
』
と
い
う
重
要
な
書
が
あ
る
。
こ
の
書

で
、
「
守
破
離
」
が
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
守
破
離
と
申
三
字
ハ
軍
法
の
習
二
在
リ
。
守
は
マ
モ
ル
、
破
ハ

　
　
ヤ
フ
ル
、
離
は
は
な
る
、
と
申
候
。
弟
子
に
教
ル
ハ
此
守
と
申
所
斗

　
　
也
。
弟
子
守
ヲ
習
熟
し
能
成
候
へ
ば
自
然
と
自
身
し
り
ヤ
ブ
ル
。
是

　
　
ハ
ま
へ
に
云
已
が
物
二
成
り
た
る
が
故
也
。
上
手
の
段
也
。
扱
守
ニ

　
　
テ
モ
片
輸
、
破
ニ
テ
モ
片
輸
。
此
上
ニ
ツ
ヲ
離
レ
テ
め
い
人
の
位
也
。

　
　
前
の
二
つ
を
合
し
て
離
れ
て
、
し
か
も
ニ
ツ
ヲ
守
ル
事
也
。
此
守
は

　
　
初
ノ
守
ト
ハ
違
也
。
初
ノ
守
ト
今
此
守
ト
如
何
。
此
一
段
ハ
誠
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

　
　
大
事
の
教
也
。
工
夫
有
へ
し

　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
守
」
と
は
師
匠
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

を
守
り
、
修
得
す
る
と
い
う
段
階
で
あ
り
、
他
律
的
な
修
行
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
次
の
「
破
」
と
は
、
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
展

開
し
て
新
し
く
工
夫
し
て
行
く
と
い
う
段
階
で
、
自
律
的
な
修
行
と
い
い

う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
修
得
し
、
そ
れ
を
展
開
し
て

工
夫
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
「
守
」

と
「
破
」
の
二
つ
を
通
り
越
し
て
、
自
由
自
在
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
自
由
自
在
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
教
え
ら
れ
た

こ
と
や
工
夫
し
た
こ
と
か
ら
は
ず
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
「
離
」
の
世

界
で
あ
る
。
こ
の
離
の
世
界
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
、
本
当
に
茶
湯
の
道
を

修
め
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
守
破
離
」
の
理
論
は
、
本
来
兵
法
・
武
芸
に
お
い
て

い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
茶
湯
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
「
守
破
離
」
の
理
論
は
、
千
利
休
の
茶
湯
の
修
行
に
お
い

て
、
如
何
に
現
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
利
休
は
、
「
守
破
離
」
と
い

う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
彼
の
修
行
観
に
は
、
そ
れ
が
よ
く
出

て
い
る
。
勿
論
、
利
休
の
修
行
の
方
が
先
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
後
に
不
白

が
「
守
破
離
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
、
利
休
の
弟
子
の
南
坊
宗
啓
一
生
没
年
不
詳
一
が
、
師
の
言
説

を
書
き
留
め
た
『
南
方
録
』
を
中
心
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
「
滅
後
」
に
、

　
　
五
ツ
折
六
ツ
ノ
小
ワ
リ
ヲ
修
行
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
）

　
　
　
至
ル
コ
・
ロ
ノ
一
ツ
ガ
ネ
ナ
リ

と
あ
る
。
「
五
ツ
折
六
ツ
ノ
小
ワ
リ
」
と
は
、
「
陰
陽
十
一
の
カ
ネ
」
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
個
々
の
法
則
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、

茶
湯
の
肝
要
が
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
を
悟
る
こ
と
、
そ
こ
へ
至
る
の
は
個
々

の
修
行
に
よ
る
こ
と
、
を
説
い
て
い
る
。
茶
湯
の
修
行
者
は
、
「
守
」
の

段
階
に
お
い
て
、
一
つ
一
つ
の
法
則
を
遵
守
し
、
謙
虚
に
そ
れ
を
習
う
べ

き
な
の
で
あ
る
。
個
々
の
法
則
は
、
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
軽
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
は
、
ま
た
「
本
式
ノ
カ
ネ
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

「
滅
後
」
に
、

　
　
露
地
ノ
仕
ヤ
ウ
、
草
茨
ノ
シ
ツ
ラ
ヰ
モ
、
左
右
前
後
、
カ
ノ
本
式
ノ
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＾
6
一

　
　
カ
ネ
サ
ヘ
我
心
ニ
ア
レ
バ
、
事
カ
ク
コ
ト
ナ
シ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
本
式
ノ
カ
ネ
」
す
な
わ
ち
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
は
、

非
常
に
重
視
さ
れ
た
。

　
で
は
、
「
守
」
の
段
階
の
修
行
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
南
方
録
』
の
「
滅

後
」
に
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
休
ハ
、
五
ツ
十
一
ノ
カ
ネ
、
七
ツ
カ
ネ
、
ニ
ツ
ヲ
常
二
懐
中
シ
テ
居

　
　
玉
フ
。
イ
ツ
モ
置
合
シ
玉
フ
時
ハ
、
コ
ノ
坊
サ
ヘ
ソ
コ
ニ
ハ
ヲ
カ
レ

　
　
ズ
、
勝
手
へ
追
ヤ
リ
テ
、
只
ヒ
ト
リ
カ
ノ
カ
ネ
ヲ
取
出
テ
置
合
セ
ラ

　
　
レ
シ
也
。
マ
コ
ト
ニ
殊
勝
、
道
ヲ
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
セ
ヌ
イ
マ
シ
メ
ナ
ル

　
　
　
一
7
一

　
　
ベ
シ
。

　
利
休
は
常
に
、
五
陽
六
陰
の
十
一
の
カ
ネ
の
も
の
さ
し
と
、
七
ツ
の
カ

ネ
の
も
の
さ
し
を
懐
中
し
て
い
た
。
利
休
が
道
具
の
置
き
合
わ
せ
を
す
る

と
き
は
い
つ
も
、
こ
の
私
南
坊
宗
啓
で
さ
え
座
敷
か
ら
水
屋
へ
追
い
出
さ

れ
、
自
分
一
人
に
な
っ
て
例
の
も
の
さ
し
を
取
り
出
し
て
道
具
を
置
き
合

わ
せ
て
い
た
。
誠
に
見
上
げ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
茶
の
道
を
寸
時
も

い
い
加
減
に
し
な
い
と
い
う
教
え
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
法
則
に
対
す
る
敬
虜
な
態
度
は
、
修
行
者
が
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
心
構
え
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
個
々
の
法
則
を
習
う
こ
と
は
、
勿
論
た
だ
そ
れ
だ
け
に
終
っ

，
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
修
行
者
は
個
々
の
法
則
を
通
し
て
、

遂
に
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
に
至
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に

引
用
し
た
「
五
ツ
折
六
ツ
ノ
小
ワ
リ
ヲ
・
：
」
は
、
個
々
の
法
則
を
稽
古
す

る
こ
と
の
重
要
性
と
共
に
、
さ
ら
に
個
々
の
法
則
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

遂
に
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」
に
ま
で
至
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
歌
な
の
で
あ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
修
行
者
は
、
個
々
の
法
則
を
金
科
玉
条
と
し
て
、

執
着
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
次
の
「
破
」
の
段
階
に
お
け
る
修
行
が
要
請
さ
れ
る
。

「
滅
後
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
易
ハ
茶
ノ
コ
ト
ニ
テ
申
ベ
シ
。
台
子
ヲ
ハ
ジ
メ
、
諸
事
ノ
ノ
リ
法
度

　
　
ハ
百
千
万
也
。
古
人
モ
コ
ニ
一
止
ツ
テ
、
コ
レ
ヲ
茶
ノ
湯
ト
心
得
ラ

　
　
レ
タ
ル
ト
見
ヘ
テ
、
ヲ
ノ
く
法
式
ヲ
大
切
ニ
ス
ル
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
秘

　
　
書
ニ
シ
ル
シ
ヲ
カ
レ
タ
リ
。
易
ハ
、
其
法
式
を
階
子
ニ
シ
テ
、
今
少

　
　
高
キ
所
ニ
モ
登
リ
タ
キ
志
有
テ
、
大
徳
、
南
宗
ナ
ド
ノ
和
尚
タ
チ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

　
　
一
向
問
取
シ
、
旦
夕
、
禅
林
ノ
清
規
ヲ
本
ト
シ
、

　
利
休
が
い
う
に
は
、
茶
に
は
台
子
を
は
じ
め
様
々
な
作
法
規
則
が
無
数

に
あ
る
。
昔
の
人
も
た
だ
こ
の
法
式
を
学
ぶ
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ

て
、
こ
れ
を
後
生
大
事
に
す
る
こ
と
ば
か
り
秘
伝
書
に
書
い
て
い
た
。
私

は
、
こ
の
法
式
を
一
つ
の
段
階
と
考
え
て
、
さ
ら
に
も
う
少
し
高
い
次
元

に
登
り
た
い
と
い
う
志
が
あ
り
、
大
徳
寺
、
南
宗
寺
な
ど
の
和
尚
達
に
ひ

た
す
ら
参
禅
し
、
朝
晩
禅
宗
の
清
規
を
基
本
と
し
て
、
茶
湯
に
精
進
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
様
々
な
作
法
や
規
則
を
大
切
に
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
階
子
と
し

て
、
さ
ら
に
高
い
所
に
登
る
よ
う
に
す
る
。
す
な
わ
ち
「
心
ノ
一
ツ
ガ
ネ
」

に
至
る
と
い
う
志
は
、
決
し
て
失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
次
の

引
用
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ
ネ
を
離
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、

ワ
ザ
を
忘
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
説
か
れ
る
の
も
同
じ
趣
旨
で
あ

る
。
『
南
方
録
』
の
「
墨
引
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
カ
ヘ
ス
〈
＼
茶
ノ
湯
ノ
深
味
ハ
草
庵
ニ
ア
リ
。
真
ノ
書
院
台
子
ハ
各
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式
法
儀
ノ
厳
重
ヲ
ト
・
ノ
ヘ
、
世
間
法
ナ
リ
。
草
ノ
小
座
敷
、
露
地

　
　
ノ
一
風
ハ
、
本
式
ノ
カ
ネ
ヲ
モ
ト
・
ス
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
終
ニ
カ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
g
一

　
　
ヲ
ハ
ナ
レ
、
ワ
ザ
ヲ
忘
レ
、
心
味
ノ
無
味
二
帰
ス
ル
出
世
間
法
ナ
リ
。

　
す
な
わ
ち
、
何
度
も
い
う
よ
う
に
茶
湯
の
深
味
は
、
草
庵
の
茶
に
あ
る
。

真
の
書
院
台
子
の
茶
は
、
そ
の
式
法
を
厳
重
に
定
め
た
世
俗
の
法
で
あ
る
。

草
の
小
座
敷
、
露
地
の
茶
風
は
本
格
の
カ
ネ
を
基
本
と
す
る
と
は
い
っ
て

も
、
最
後
に
は
カ
ネ
を
離
れ
、
技
術
を
忘
れ
、
心
味
が
無
味
に
き
わ
ま
る

出
世
間
の
法
だ
と
い
う
。

　
茶
湯
の
修
行
の
第
一
段
階
つ
ま
り
「
守
」
の
段
階
は
、
法
則
に
照
ら
し

て
自
己
の
あ
り
方
を
是
正
し
て
行
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
場
合
、
法

則
は
自
已
が
白
己
を
そ
こ
に
当
て
は
め
る
べ
き
「
型
」
で
あ
り
、
自
己
に

対
す
る
「
か
く
あ
る
べ
し
」
と
い
う
命
令
に
な
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
け

れ
ど
、
こ
の
法
則
に
自
己
の
あ
り
方
を
合
わ
せ
て
行
く
段
階
の
修
行
は
、

他
律
的
な
修
行
で
あ
る
。
こ
の
修
行
が
、
究
極
に
お
い
て
は
、
「
カ
ネ
ヲ

ハ
ナ
レ
、
ワ
ザ
ヲ
忘
レ
」
と
い
う
よ
う
に
、
か
え
っ
て
法
則
の
否
定
に
至

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
「
破
」
の

段
階
の
修
行
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
先
の
引
用
に
続
い
て
、
「
墨

引
」
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
カ
ク
イ
ヘ
バ
ト
テ
、
壮
年
又
ハ
イ
ト
マ
ア
ル
茶
人
、
心
味
ダ
テ
ヲ
シ

　
　
テ
、
知
ベ
キ
コ
ト
ヲ
知
ズ
、
取
ア
ツ
カ
イ
フ
ツ
・
カ
ニ
テ
ハ
、
不
相

　
　
応
ノ
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
実
ハ
事
ト
理
ト
別
々
ニ
ア
ラ
ズ
。
事
熟
ス
レ

　
　
バ
心
熟
シ
、
心
熟
ス
レ
バ
ワ
ザ
熟
ス
。
ワ
ザ
ハ
能
ス
レ
ド
モ
、
心
イ

　
　
マ
ダ
至
ラ
ズ
ト
云
ハ
、
ワ
ザ
モ
イ
マ
ダ
妙
処
二
至
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
也
。

　
　
心
ハ
熟
シ
タ
レ
ド
モ
、
ワ
ザ
至
ズ
ト
云
モ
、
心
イ
マ
ダ
妙
二
入
ザ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
〕

　
　
ユ
ヘ
也
。
コ
レ
仏
ノ
道
ニ
モ
フ
カ
ク
了
会
ノ
一
段
ト
云
々
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
だ
壮
年
の
人
や
時
問
の
あ
る
茶
人
が
、
心
味
と
い
う
目

標
を
立
て
て
も
、
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、
道
具

の
取
り
扱
い
も
行
き
届
か
な
い
よ
う
で
は
、
不
相
応
だ
と
い
う
。
真
実
と

い
う
も
の
は
、
事
実
と
理
論
と
別
々
に
つ
か
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
技
術
が
身
に
つ
い
て
く
れ
ば
、
茶
の
心
も
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
技
術
も
そ
れ
に
伴
っ
て
熟
達
し
て
く
る
。
技
術
は
よ
い
け
れ
ど
精

神
的
な
深
み
が
な
い
と
い
う
の
は
、
技
術
も
ま
だ
十
分
深
奥
に
達
し
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
精
神
的
に
は
す
ぐ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
技
術
が
不

十
分
だ
と
い
う
の
も
、
精
神
が
ま
だ
深
奥
に
到
達
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と

し
て
、
こ
こ
に
「
事
」
と
「
理
」
と
の
相
即
及
び
一
致
が
説
か
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
カ
ネ
ヲ
ハ
ナ
レ
、
ワ
ザ
ヲ
忘
レ
」
る
に
は
、
ま
ず
そ

れ
ら
を
十
分
に
習
い
覚
え
る
こ
と
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

習
い
覚
え
る
と
は
、
そ
の
法
則
の
中
に
自
已
を
没
し
去
る
こ
と
で
あ
る
。

『
南
方
録
』
の
「
滅
後
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
九
条
殿
ニ
テ
和
歌
御
物
ガ
タ
リ
ニ
、

　
　
　
　
思
ハ
ジ
ト
思
フ
モ
物
ヲ
思
フ
也

　
　
　
　
　
思
ハ
ジ
ト
ダ
ニ
思
ハ
ジ
ヤ
君

　
　
ト
云
歌
ヲ
被
レ
吟
シ
ヲ
、
休
居
士
舛
愚
僧
モ
、
御
席
ニ
ツ
ラ
ナ
リ
侍

　
　
テ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
シ
也
。
カ
ノ
カ
ネ
ヲ
ワ
ス
レ
、
事
ヲ
ワ
ス
レ
タ
ク

　
　
思
フ
内
ハ
ワ
ス
レ
ガ
タ
ク
、
イ
ツ
ノ
ホ
ド
ニ
カ
天
然
ト
ワ
ス
ル
・
時

　
　
至
ル
。
先
一
タ
ビ
イ
サ
・
カ
ノ
ワ
ザ
、
少
ノ
カ
ネ
合
ヲ
モ
、
ワ
ス
レ

　
　
ヌ
様
二
、
打
成
一
片
二
修
行
シ
モ
テ
行
ヌ
レ
バ
、
ツ
ヰ
ニ
忘
ル
・
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
）

　
　
二
入
ト
カ
ヤ
。
始
ヨ
リ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
忘
ル
・
コ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
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こ
の
引
用
文
中
の
「
思
ハ
ジ
ト
…
」
の
歌
は
、
藤
原
定
家
の
『
源
氏
物

語
奥
入
』
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
思
う
ま
い
と
思
う
こ
と
も
、
す
で
に
物

に
執
着
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
思
う
ま
い
と
思
う
こ
と
も
止
め

よ
う
、
と
い
う
こ
と
を
、
宗
啓
は
利
休
と
同
座
し
て
聞
い
た
と
い
う
。
例

の
曲
尺
割
を
忘
れ
、
約
束
事
を
忘
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
は
忘
れ
難

い
も
の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
自
然
に
忘
れ
る
と
き
が
く
る
。
そ
れ
ま
で
は
、

ま
ず
一
度
は
ど
の
よ
う
な
技
術
で
も
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
ひ
た
す
ら
修
行

し
実
践
す
れ
ば
、
最
後
に
は
「
無
我
無
心
」
の
境
地
に
入
る
と
い
う
の
で

あ
み
。
は
じ
め
か
ら
、
意
識
し
て
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
「
守
破
離
」
と
い
う
茶
湯
の
修
行
の
段
階
に
お
い
て
、

最
後
の
悟
り
と
も
い
う
べ
き
「
離
」
は
、
意
識
し
て
到
達
し
う
る
も
の
で

は
な
く
、
自
然
に
会
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
年
来
稽
古

　
次
に
、
千
利
休
の
茶
湯
の
修
行
を
、
「
年
来
稽
古
」
、
す
な
わ
ち
年
齢
に

応
じ
た
修
行
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
利
休
の
高
弟
、
山
上
宗

二
（
一
五
四
四
－
九
〇
）
の
『
山
上
宗
二
記
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
子
日
、
吾
十
在
五
而
志
学
云
々
・
・

　
　
此
語
ヲ
紹
鴎
・
道
陳
・
宗
易
之
密
伝
也
、

　
　
十
五
ヨ
リ
三
十
マ
テ
万
事
ヲ
師
ニ
マ
カ
ス
ル
也
、
三
十
ヨ
リ
四
十
一

　
　
マ
テ
ハ
我
分
別
ヲ
出
ス
、
習
骨
法
、
普
法
度
、
数
奇
雑
談
ハ
心
次
第

　
　
ナ
リ
、
但
、
十
ノ
モ
ノ
五
我
ヲ
出
ス
ヘ
シ
、
四
十
ヨ
リ
五
十
マ
テ
十

　
　
年
ノ
間
ハ
師
ト
西
ヲ
東
ト
違
テ
ス
ル
也
、
其
内
我
流
ヲ
出
シ
テ
上
手

　
　
ノ
名
ヲ
ト
ル
也
、
茶
湯
ヲ
ワ
カ
ク
ス
ル
也
、
又
、
五
十
ヨ
リ
六
十
マ

　
　
テ
十
年
ノ
間
ハ
師
ノ
コ
ト
ク
一
器
ノ
水
一
器
二
移
ス
ヤ
ウ
ニ
ス
ル

　
　
也
、
名
人
ノ
所
作
ヲ
万
手
本
ニ
ス
ル
也
、
七
十
而
テ
宗
易
ノ
今
ノ
茶

　
　
湯
ノ
風
体
、
名
人
ノ
外
ハ
無
用
也
、
六
十
八
歳
二
相
当
ノ
儀
也
、
紹

　
　
鴎
ハ
五
十
四
ニ
テ
死
去
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
u
一

　
　
此
外
、
條
々
口
伝
在
リ
、

　
こ
の
引
用
文
を
④
と
す
る
。
ま
ず
気
が
つ
く
の
は
、
冒
頭
に
『
論
語
』

の
一
節
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
子
日
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
十

　
　
に
し
て
惑
は
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳
順
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

　
　
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
へ
ど
も
、
矩
を
瞼
え
ず
。

　
こ
れ
を
⑮
と
す
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
④
の
「
十
五
、
三
十
、
四
十
、

五
十
、
六
十
、
七
十
」
と
い
う
年
齢
の
区
分
は
、
『
論
語
』
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
永
島
福
太
郎
氏
も
、

　
　
当
代
、
儒
学
の
流
布
が
さ
か
ん
だ
っ
た
の
で
、
人
口
に
膳
荻
す
る
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

　
　
語
の
語
が
た
や
す
く
採
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
内
容
的
に
も
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
④
を
解

釈
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
孔
子
が
、
私
は
十
五
歳
の
頃
か

ら
学
を
志
し
た
云
々
と
い
う
語
を
、
紹
鴎
、
北
向
道
陳
一
一
五
〇
四
－
六

二
）
、
利
休
も
秘
伝
と
し
て
い
　
。
た
。
ま
ず
、
十
五
か
ら
三
十
ま
で
の
間
は
、

万
事
を
師
匠
に
任
せ
、
い
う
通
り
に
す
る
「
守
」
の
段
階
で
あ
る
。
三
十

か
ら
四
十
一
ま
で
は
、
自
分
の
考
え
を
取
り
入
れ
る
。
茶
湯
の
習
い
と
基
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本
の
作
法
、
あ
ら
ゆ
る
法
度
を
研
究
す
る
の
も
、
数
寄
に
関
す
る
雑
談
を

交
わ
す
の
も
自
由
で
あ
る
。
た
だ
し
、
十
の
う
ち
五
だ
け
自
分
の
考
え
を

入
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
十
か
㌦
五
十
ま
で
の
十
年
聞
は
、

い
わ
ば
「
破
」
の
段
階
で
、
思
い
切
っ
て
師
匠
と
全
く
反
対
の
や
り
方
を

す
る
。
そ
の
う
ち
に
我
流
を
編
み
出
し
て
、
茶
湯
上
手
と
評
判
に
な
る
の

で
あ
る
。
我
流
を
編
み
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
工
夫
に
よ
り
、
茶

湯
を
若
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
五
十
か
ら
六
十
ま
で
の
十
年
間
は
、

師
匠
が
行
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
手
本
と
し
て
行
う
の
で
あ
る
。

名
人
の
あ
ら
ゆ
る
所
作
を
お
手
本
に
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
や

七
十
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
師
匠
宗
易
、
つ
ま
り
利
休
の
茶
湯
の
風
体
を

み
る
と
、
名
人
の
外
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
名
人
と
い
わ
れ

る
程
に
修
行
を
積
ん
だ
者
以
外
に
は
、
理
解
し
え
な
い
「
離
」
の
段
階
に
、

利
休
の
茶
湯
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
⑧
は
「
守
破
離
」
の
理
論
に
よ
り
解
釈
さ
れ
う
る
。

次
に
⑮
を
解
釈
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
孔
子
は
い
う
、
私

は
十
五
歳
の
頃
か
ら
先
王
の
教
え
、
礼
楽
の
学
問
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
。

三
十
歳
に
し
て
、
そ
の
礼
楽
の
学
問
に
つ
い
て
の
見
識
が
確
立
し
た
。
四

十
歳
頃
に
は
事
理
に
明
ら
か
に
な
っ
て
、
物
事
に
惑
う
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
五
十
歳
に
な
っ
て
、
天
が
自
分
に
命
じ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
悟

り
、
ま
た
、
天
運
の
存
す
る
と
こ
ろ
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
六
十

歳
の
頃
は
、
何
を
聞
い
て
も
皆
す
ら
す
ら
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、

世
間
の
駿
誉
褒
財
に
も
心
が
動
か
な
く
な
っ
た
。
七
十
歳
に
な
っ
て
は
、

心
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
う
こ
と
が
、
い
つ
で
も
道
徳
の
規
準
に
合
っ
て
、

道
理
に
違
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
⑮
は
「
守
破
離
」
と
は
特
に
関
係
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
④
に
対
す
る
⑮
の
影
響
は
、
年
齢
の
区
分
と
言
葉
の
み
で

あ
り
、
内
容
的
に
は
な
い
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
桑
田
忠
親
氏
は
、
④
に
つ
い
て
、

　
　
こ
れ
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
世
阿
弥
の
「
風
姿
花
伝
書
」
第
一
巻
、

　
　
年
来
稽
古
条
々
の
影
響
で
あ
っ
て
、
茶
湯
の
年
来
稽
古
と
も
い
う
べ

　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

　
　
き
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。
世
阿
弥
一
二
二
六

三
－
一
四
四
三
一
に
お
い
て
、
能
の
稽
古
は
、
生
涯
を
七
つ
の
時
期
に
分

け
て
、
各
段
階
で
の
基
本
方
針
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
『
風
姿
花
伝
』
の
「
第
一
年
来
稽
古
条
々
」
に
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
七
歳

　
　
一
、
此
芸
に
於
ひ
て
、
大
方
七
歳
を
以
て
初
と
す
。
此
比
の
能
の
稽

　
　
古
、
か
な
ら
ず
、
そ
の
物
自
然
と
一
し
一
出
だ
す
事
に
、
得
た
る
風

　
　
体
あ
る
べ
し
。
　
　
中
略
　
　
た
“
、
音
曲
・
は
た
ら
き
・
舞
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
6
一

　
　
ど
な
ら
で
は
せ
さ
す
べ
か
ら
ず
。

　
こ
の
よ
う
に
世
阿
弥
は
、
七
歳
を
稽
古
の
は
じ
め
と
し
、
素
質
を
伸
ば

し
、
音
曲
や
舞
な
ど
の
基
本
芸
を
中
心
に
指
導
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。

　
次
に
『
風
姿
花
伝
』
に
、
こ
う
説
か
れ
る
。

　
　
　
十
二
三
よ
り

　
　
此
年
の
比
よ
り
は
、
は
や
、
や
う
く
声
も
調
子
に
か
ら
、
能
も

　
　
心
づ
く
比
な
れ
ば
、
次
第
く
に
物
数
一
を
一
も
数
ふ
べ
し
。

　
　
　
先
、
童
形
な
れ
ば
、
な
に
と
し
た
る
も
幽
玄
な
り
。
声
も
立
つ
頃
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也
。
二
の
便
り
あ
れ
ば
、
悪
き
事
は
隠
れ
、
よ
き
事
は
い
よ
く
花

　
　
め
け
り
。
　
　
中
略
　
　
さ
り
な
が
ら
、
此
花
は
ま
こ
と
の
花
に

　
　
は
あ
ら
ず
。
た
“
時
分
の
花
な
り
。
　
　
中
略
－
此
比
の
稽
古
、

　
　
易
き
所
を
花
に
あ
て
・
、
熊
を
ば
大
事
に
す
べ
し
。
は
た
ら
き
を
も

　
　
確
や
か
に
、
音
曲
を
も
文
字
に
さ
は
く
と
あ
た
り
、
舞
を
も
手
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
一

　
　
定
め
て
、
大
事
に
し
て
稽
古
す
べ
し
。

　
世
阿
弥
は
、
十
二
、
三
歳
の
少
年
期
を
声
や
姿
の
花
や
ぐ
時
期
と
認
め

つ
つ
も
、
そ
れ
を
「
時
分
の
花
」
と
し
、
基
礎
の
確
立
を
重
視
す
べ
き
で

あ
る
と
す
る
。

　
次
い
で
『
風
姿
花
伝
』
に
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
十
七
八
よ
り

　
　
こ
の
比
は
又
、
あ
ま
り
の
大
事
に
て
、
稽
古
多
か
ら
ず
。
先
、
声
変

　
　
り
ぬ
れ
ば
、
第
一
の
花
失
せ
た
り
。
　
　
中
略
　
　
心
中
に
は
願

　
　
力
を
起
し
て
、
一
期
の
堺
こ
・
な
り
と
、
生
涯
に
か
け
て
能
を
捨
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

　
　
ぬ
よ
り
外
は
、
稽
古
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　
こ
の
よ
う
に
、
声
変
り
す
る
十
七
、
八
歳
の
時
期
は
生
涯
の
危
機
と
さ

れ
、
不
屈
の
意
志
力
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
風
姿
花
伝
』
に
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
二
十
四
五

　
　
こ
の
比
の
花
こ
そ
初
心
と
申
頃
な
る
を
、
極
た
る
や
う
に
主
の
思
ひ

　
　
て
、
は
や
申
楽
に
そ
ば
み
た
る
輪
説
を
し
、
至
り
た
る
風
体
を
す
る

　
　
事
、
あ
さ
ま
し
き
事
也
。
た
と
ひ
、
人
も
褒
め
、
名
人
な
ど
に
勝
っ

　
　
と
も
、
こ
れ
は
一
旦
め
づ
ら
し
き
花
な
り
と
思
ひ
悟
り
て
、
い
よ
く

　
　
物
ま
ね
を
も
直
に
し
定
め
、
名
を
得
た
ら
ん
人
に
事
を
細
に
問
ひ
て
、

　
　
稽
古
を
い
や
増
し
に
す
べ
し
。
さ
れ
ば
、
時
分
の
花
を
ま
こ
と
の
花

　
　
と
知
る
心
が
、
真
実
の
花
に
猶
遠
ざ
か
る
心
也
。
．
た
“
、
人
ご
と
に
、

　
　
こ
の
時
分
の
花
に
〔
迷
て
〕
、
や
が
て
花
の
失
す
る
を
知
ら
ず
。
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

　
　
心
と
申
は
こ
の
比
の
事
也
。

　
こ
の
二
十
四
、
五
の
時
期
は
、
「
時
分
の
花
」
の
盛
り
と
さ
れ
、
し
か

も
「
初
心
」
と
さ
れ
、
自
惚
れ
る
こ
と
の
危
険
が
警
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
風
姿
花
伝
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
三
十
四
五

　
　
此
頃
の
能
、
盛
り
め
極
め
な
り
。
こ
・
に
て
、
こ
の
条
々
を
極
め
悟

　
　
り
て
、
堪
能
に
な
れ
ば
、
定
て
天
下
に
許
さ
れ
、
名
望
を
〔
得
つ
べ

　
　
一
2
0
〕

　
　
し
〕
。

　
こ
の
よ
う
に
世
阿
弥
は
、
三
十
四
、
五
歳
を
盛
り
の
絶
頂
と
し
、
こ
の

時
期
に
ま
こ
と
の
花
を
極
め
、
名
声
を
獲
得
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

世
阿
弥
自
身
ほ
ぼ
こ
の
年
齢
で
、
第
一
人
者
の
地
位
を
占
め
た
実
績
が

あ
っ
て
こ
そ
の
論
と
い
え
よ
う
。

　
次
い
で
『
風
姿
花
伝
』
に
、

　
　
　
四
十
四
五

　
　
こ
の
比
よ
り
〔
は
〕
、
さ
の
み
細
か
な
る
物
ま
ね
を
ば
す
ま
じ
き
な
り
。

　
　
大
か
た
似
合
ひ
た
る
風
体
を
、
や
す
く
と
、
骨
を
折
ら
で
、
脇
の

　
　
為
手
に
花
を
持
た
せ
て
、
あ
ひ
し
ら
ひ
の
や
う
に
、
少
な
く
と
す

　
　
　
一
2
1
一

　
　
べ
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
四
十
四
五
」
は
老
境
の
初
期
と
さ
れ
、
身
の
衰
え
を

自
覚
し
た
無
理
の
な
い
演
じ
方
に
し
て
、
後
継
者
を
育
成
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
『
風
姿
花
伝
』
に
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
五
十
有
余

　
　
こ
の
頃
よ
り
は
、
大
か
た
、
せ
ぬ
な
ら
で
は
手
立
あ
る
ま
じ
。

　
　
中
略
1
（
亡
夫
に
て
候
し
物
は
）
、
五
十
二
と
申
し
五
月
十
九
日

　
　
に
死
去
せ
し
が
、
そ
の
月
の
四
日
（
の
日
）
、
駿
河
の
国
浅
間
の
御

　
　
前
に
て
法
楽
仕
。
そ
の
日
の
申
楽
こ
と
に
花
や
か
に
て
、
見
物
の
上

　
　
下
、
一
同
に
褒
美
せ
し
な
り
。
凡
そ
の
頃
、
物
数
を
ば
は
や
初
心
に

　
　
譲
り
て
、
や
す
き
所
を
少
な
く
と
色
え
て
せ
し
か
ど
も
、
花
は
い

　
　
や
増
し
に
見
え
し
な
り
。
こ
れ
、
ま
こ
と
に
得
た
り
し
花
な
る
が
ゆ

　
　
へ
に
、
能
は
枝
葉
も
少
な
く
、
老
木
に
な
る
ま
で
、
花
は
散
ら
で
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
羽
一

　
　
し
な
り
。
こ
れ
、
眼
の
あ
た
り
、
老
骨
に
残
り
し
花
の
証
拠
な
り
。

　
最
後
に
世
阿
弥
は
、
五
十
代
を
「
せ
ぬ
」
以
外
に
は
手
段
の
な
い
老
残

期
と
し
つ
つ
も
、
老
骨
に
花
の
残
る
証
拠
と
し
て
父
観
阿
弥
の
芸
に
言
及

す
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
、
『
風
姿
花
伝
』
の
「
第
一
年
来
稽
古
条
々
」

に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
び

　
最
後
に
、
千
利
休
の
修
行
論
を
世
阿
弥
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
核
心

に
迫
っ
て
行
き
た
い
。

　
利
休
が
規
格
し
た
と
さ
れ
る
『
山
上
宗
二
記
』
の
茶
湯
の
年
来
稽
古
も
、

一
定
の
年
齢
の
段
階
に
区
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
風
体
を
要

求
し
て
い
る
点
が
、
世
阿
弥
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容

的
に
関
連
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
両
者
の
相
違
を
考
え
て
み
よ
う
。
能
の
年
来
稽
古
が
五
十
余
歳

で
一
応
終
っ
て
い
る
の
は
、
世
阿
弥
の
父
観
阿
弥
が
五
十
二
歳
で
亡
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
『
風
姿
花
伝
』
執
筆
時
に
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
世

阿
弥
に
は
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
年
来
稽
古
は
、
十
五
歳
か
ら
は
じ
ま
り
六

十
八
歳
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
二
が
利
休
か
ら
語
ら
れ
た
茶
湯
の

修
行
の
年
齢
区
分
を
、
天
正
十
七
年
一
一
五
八
九
一
に
書
い
た
の
で
、
当

時
六
八
歳
の
利
休
の
茶
湯
の
風
体
を
説
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
は
、

形
式
的
な
相
違
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
両
者
の
本
質
的
な
相
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
『
風
姿
花
伝
』
の
、
「
年
来
稽
古
」
に
は
見
出
さ
れ
え
な
い
「
守

　
　
　
　
　
　
一
鴉
一

破
離
」
の
理
論
が
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
そ
れ
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
『
山
上
宗
二
記
』
の
年
来
稽
古
が
『
風
姿
花
伝
』
の

影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
、
桑
田
忠
親
氏
の
説
を
検
討
し
て
み
る
必
要

が
生
じ
る
。

　
桑
田
氏
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
氏
は
、
⑧
の
文
の

前
二
行
「
子
日
、
…
宗
易
之
密
伝
也
」
に
つ
い
て
、

　
　
利
休
の
茶
道
に
も
、
儒
教
の
影
響
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
で
こ
そ
、
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
一
別
一

　
　
の
道
と
云
え
よ
う
。

と
し
な
が
ら
、
続
く
「
十
五
ヨ
リ
三
十
マ
テ
…
」
以
下
を
、
前
二
行
と
別

の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
あ
る
と
考
え
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
那
一

　
　
儒
教
だ
け
で
な
く
、
能
楽
の
影
響
も
あ
る
。

と
し
て
、
そ
れ
を
世
阿
弥
の
影
響
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
の
見
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
秘
伝
書
で
あ
っ
た

『
風
姿
花
伝
』
が
、
茶
人
に
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
伝
書
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
筒
井
紘

一
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
天
正
四
年
十
月
付
で
武
野
紹
鴎
の
子
宗
瓦

在
判
の
あ
る
「
珠
光
一
紙
目
録
」
と
題
菱
さ
れ
た
伝
書
一
今
日
庵
文
庫
蔵
）

　
　
一
2
6
一

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
⑧
の
原
形
は
、
⑮
十
⑧
と
い
う
形
を
し
て

い
る
。
以
下
に
、
そ
の
全
文
を
挙
げ
て
み
る
。

　
　
一
、
孔
子
日
吾
十
有
五
に
し
て
志
学
、
三
十
に
し
て
立
、
四
十
に
し

　
　
て
不
迷
、
五
十
に
し
て
知
天
命
を
ム
矢
、
六
十
而
随
耳
、
七
十
而
従
心

　
　
発
処
不
越
法
、
注
二
日
茶
湯
の
仕
様
、
十
五
よ
り
三
十
迄
ハ
万
事
任

　
　
師
匠
也
、
三
十
四
十
迄
ハ
以
我
分
別
、
習
、
骨
法
度
、
数
寄
之
雑
談

　
　
ハ
師
匠
の
伝
を
仕
、
作
分
、
数
寄
の
仕
様
ハ
主
次
第
也
、
但
十
ノ
物

　
　
五
ツ
我
を
出
す
へ
し
、
是
を
四
十
而
道
二
不
迷
と
云
也
、
五
十
迄
十

　
　
年
ハ
師
匠
と
西
を
東
と
違
て
す
る
也
、
其
内
我
を
出
し
て
上
手
の
名

　
　
取
を
す
る
也
、
一
段
茶
湯
を
若
く
す
る
也
、
又
十
年
六
十
迄
ハ
師
匠

　
　
の
如
く
一
器
の
水
を
一
器
に
移
す
様
に
必
す
る
也
、
随
耳
と
ハ
右
の

　
　
十
ケ
条
目
如
注
、
万
の
名
人
の
所
作
を
手
本
に
す
る
也
、
七
十
而
従

　
　
発
心
処
に
不
越
法
と
云
、
今
茶
湯
の
風
躰
也
、
名
人
壱
人
の
外
ハ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

　
　
用
と
云
ミ
、
年
六
十
ハ
方
ミ
相
当
の
義
也
、
此
外
条
ミ
ロ
伝
在
之

　
こ
の
資
料
か
ら
、
『
山
上
宗
二
記
』
の
年
来
稽
古
に
、
『
風
姿
花
伝
』
の

影
響
は
あ
り
え
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
ま
た
、
『
山
上
宗
二
記
』
が
、

『
論
語
』
の
言
葉
を
借
り
て
形
式
的
に
類
似
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
内

容
的
に
『
論
語
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
こ
の
資
料
を
み

て
も
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
千
利
休
の
茶
湯
の
「
修
行
」
は
、
「
年
来
稽
古
」
に
つ

い
て
も
能
楽
と
関
連
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
、
後
に
川
上
不
白
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
守
破
離
」
の
理
論

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
■
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

註

　
茶
道
伝
書
か
ら
の
引
用
は
、
『
茶
道
古
典
全
集
』
一
淡
交
杜
、
昭
和
三
一

年
一
に
よ
り
、
巻
数
・
頁
数
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
『
南
方
録
』
の
み
は
、

『
日
本
思
想
大
系
6
ユ
　
近
世
芸
道
論
』
一
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
）
に

よ
り
、
南
・
頁
数
と
表
記
す
る
。
『
風
姿
花
伝
』
は
、
『
日
本
思
想
大
系
2
4

世
阿
弥
　
禅
竹
』
一
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
）
に
よ
り
、
風
・
頁
数
と

記
す
。一

1
）
武
芸
修
行
に
お
い
て
、
「
守
破
離
」
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
守
・
破
・
離
と
い
う
の
は
師
の
教
に
従
い
そ
の
流
儀
の
趣
意
を

　
　
　
　
堅
く
守
っ
て
専
ら
修
行
す
る
こ
と
が
守
で
あ
り
、
破
は
そ
の
流

　
　
　
　
儀
の
修
行
を
重
ね
て
鍛
練
功
が
積
っ
て
は
、
そ
の
流
儀
に
な
ず

　
　
　
　
ま
ず
、
こ
れ
を
破
っ
て
更
に
広
く
求
め
て
修
練
工
夫
を
加
え
る

　
　
　
　
こ
と
を
い
う
。
離
と
は
更
に
右
の
こ
と
を
離
れ
て
自
ら
発
明
し
、

　
　
　
　
所
謂
自
得
の
場
に
到
る
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
冨
永
堅
悟
『
剣
道
五
百
年
史
』
一
百
泉
書
房
、
昭
和
四
七
年
）
、
四

　
　
　
二
一
頁
。

一
2
一
江
戸
中
期
の
茶
人
。
江
戸
千
家
流
祖
。
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（
3
）
十
・
二
六
八
－
九

一
4
）
西
山
松
之
助
『
芸
の
世
界
』
一
講
談
社
、
昭
和
五
五
年
）
所
収
、

　
　
二
一
七
頁
。

（
5
）
南
・
一
五
八

（
6
）
南
・
一
五
八
－
九

一
7
）
南
∴
四
八

（
8
）
南
・
二
一
五
－
六

（
9
）
南
・
九
六

一
1
0
一
同
前

（
1
1
）
南
・
ニ
ハ
○

（
1
2
）
六
・
九
四
－
五

一
1
3
）
『
論
語
』
、
「
為
政
第
二
」
。

一
1
4
）
永
島
福
太
郎
『
茶
の
古
典
詳
解
』
一
淡
交
社
、
昭
和
五
五
年
）
、
九

　
　
〇
頁
。

一
1
5
）
桑
田
忠
親
『
茶
の
心
』
一
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
年
）
、
六
九
－
七

　
　
〇
頁
。

一
1
6
一
風
・
一
五

（
1
7
）
風
・
一
五
－
六

（
1
8
）
風
一
ニ
ハ

一
1
9
一
風
・
一
七

一
2
0
一
風
・
一
八

一
2
1
一
風
・
一
九

（
2
2
）
風
・
一
九
－
二
〇

（
2
3
）
源
了
圓
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
世
阿
弥
は
「
守
・
破
・
離
」
と
い
う
こ
と
ば
は
使
っ
て
い
な
い

　
　
　
が
、
『
風
姿
花
伝
』
が
彼
の
「
守
」
の
時
代
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
花

　
　
　
鏡
』
以
下
の
彼
の
芸
道
論
は
「
破
」
の
時
代
の
産
物
、
『
拾
玉

　
　
　
得
花
』
『
却
来
華
』
等
の
晩
年
の
芸
道
論
は
「
離
」
の
時
代
の

　
　
　
作
品
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
源
了
圓
『
型
』
一
創
文
社
、
平
成
元
年
）
、
二
五
四
頁
。
こ
れ
に
つ

　
　
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
2
4
一
桑
田
忠
親
「
世
阿
弥
と
利
休
－
能
楽
と
茶
道
』
一
至
文
堂
、
昭

　
　
和
三
一
年
）
、
一
八
八
頁
。

一
2
5
）
同
前

　
　
桑
田
忠
親
『
山
上
宗
二
記
の
研
究
』
一
河
原
書
店
、
昭
和
三
二
年
）
、

　
　
二
〇
七
－
八
頁
参
照
。

一
2
6
一
筒
井
紘
一
『
山
上
宗
二
記
を
読
む
』
一
淡
交
社
、
昭
和
六
二
年
一
、

　
　
三
五
七
頁
。

（
2
7
）
同
、
三
六
〇
頁
。

一
か
さ
い
・
あ
き
ら
　
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
助
手
一
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